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図7 誘起応力のFc依存性
最後に､1CがFcに比例することを確か
める｡そのためには電気的相互作用のモデ
ルをもう少し一般化する必要がある｡
既に述べた様に､粒子同士が接近したと
きの電気的相互作用は､(10)式の双極子相
互作用よりずっと強くなる｡ そこで､電気
的相互作用 Fを
F=Dd(0)･lFd(r)+Fs(r)] (12)
の様に双極子相互作用と短距離での増加分
の和でモデル化することにする｡ 但し､簡
単のため短距離成分も双極子相互作用と同
じ角度依存性を持つとするO-方､距維依
存性Fs(r)に関しては
Fs(r)=G･fs･(2a/r)ns (13)
の様な幕関数(ns=6,8,12の3種類)か､ある
いはr<rsでのみ値 Gfsをもつstepfunction
(rJa=2.1,2.2,または2.4)を用いる｡fsは短
距離相互作用の強さを表す無次元パラメタ
で､前節で定義した Fcは今の場合
Fc-港 (1･fs)≡FSo'･(1･fs) (14)
となる.図7はこれら6種類のFs(r)を用い､
その強さ上を変えてシミュレーションし
て求めた1.を示す｡明らかにT.∝Fcの関
係があり､またFc が同じなら小また (r)の
具体的な形にはほとんどよらないことがわ
かる｡これは理論の予想(8)式と一致する｡
また1.の絶対値は式(8)の約1/2である.理
論が極めて定性的であったことを考えれば､
シミュレーションとの一致は十分であろう｡
4.終わりに
我々の得た主な結果は(i)ずり速度を増
すとクラスターは短くなるが､(i)電場に
より誘起される応力 1.はずり速度に依存
せず､(ii)体積分率に比例し､(iv)Fcに比
例する､などである｡
但し､これらは粒子間の流体力学的相互
作用を無視した理論とシミュレーションの
結果であるから､この相互作用が重要にな
る場合､つまり体積分率が大きい場合や､
ずり速度が非常に大きい場合には成り立た
なくなることも考えられる｡ (例えば¢が
大きい場合､流体を介しての多体相互作用
が重要になる｡)この点は今後の課題とし
たい｡
尚､応力の絶対値の実験との比較は文献
[3】で簡単に行なっており､良い一致が得
られていることを付け加えておく｡
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